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?関西大学独逸文学会行事記録
(昭和46年4月～47年3月）
○昭和46年6月6日昭和46年度総会ならびに第33回研究発表会
総会議事
a)会長挨拶 中村恒雄
b)編集報告 丸山三友
c)会計報告 福岡四郎
研究発表
「教育州」にあらわれたゲーテの教育観 吉田 卓
出席者25名
なお，今回は「独逸文学」第16号，上道直夫教授記念号贈呈会のた
め，懇親会はとり止め，阿倍野の「アサヒビヤハウスアベノ」で上
道教授を御招待して，記念号贈呈式を催す．
○昭和46年12月5日第34回研究発表会
研究発表
ベルリン方言の特殊性についての一考察 水野恒生
出席者19名
ひきつづいて懇親会を催す．
第18号原稿募集について
慣例によって，次号は明48年3月に定年退職される中村恒雄教授
に捧げる記念号としますので，ふるって御投稿下さい． 、
枚 数 400字詰40枚以内（独文の場合は6,000語以内)横書，
完全原稿のこと．
レジュメ 独文500語程度(本文が独文の場合はレジュメ不要）
申込締切日 昭和47年7月31日
原稿締切日 昭和47年10月31日
申込並びに 吹田市千里山東3-10-1
原稿送付先 関西大学文学部独文合同研究室
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編集後記
原稿の締切と校正の段階で若干の遅延と変更があり，昭和四十六年度第十七号は完
成が予定より約ーヶ月おくれました．
本号は，吉田卓，原周三，高橋輝和いずれも本学修士出身の，新進気鋭の三氏の論
文を収録し，さらに，編集方針の変更から第十五号以来中断しておりました，故高尾
國男教授のヘルダーリン論稿を再び継続して掲載することになりました．関西大学独
逸文学会が御遺族からお預りした先生の御原稿も，これで漸くその半ばがこの「独逸
文学」で活字にあらたまりましたが，道なお遠しの感があります．しかし我々本誌の
編集にあたる者として，その一日も早い完結が望まれる次第です．
昭和四十七年三月
第十七号編集委員 福岡四郎 丸山三友
新谷浩堆 和田賀一郎
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